
平 成 1 7 （ 2 0 0 5 ） 年

1 0 月１日から、旧
きゅう

西
にし

尾
お

家
け

住
じゅう

宅
たく

（ 吹
すい

田
た

文
ぶん

化
か

創
そう

造
ぞう

交
こう

流
りゅう

館
かん

） の一
いっ

般
ぱん

公
こう

開
かい

が

始 ま り ま し た 。 旧 西 尾

家 住 宅 は 、 近
きん

代
だい

和
わ

風
ふう

建
けん

築
ちく

と し て 高 い評
ひょう

価
か

を 受

け て お り 、 今 後 は 保
ほ

存
ぞん

と と も に そ の 公 開 と 活
かつ

用
よう

を図
はか

っていきます。

－1－

▲旧西尾家住宅主屋

旧西尾家住宅（吹田文化創造交流館）が開館！
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▲オープニング式典では野点（のだて）などが行われました



平成 1 7 （ 2 0 0 5 ） 年 度

吹田市では、歴
れき

史
し

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

の 保
ほ

存
ぞん

・ 活
かつ

用
よう

事
じ

業
ぎょう

と

しまして、近
きん

代
だい

和
わ

風
ふう

建
けん

築
ちく

と し て 高 い 評
ひょう

価
か

を 受 け

て い る 旧
きゅう

西
にし

尾
お

家
け

住
じゅう

宅
たく

（ 内
うち

本
ほん

町
まち

２ 丁 目 ） の 整
せい

備
び

を進め、平成 1 7（ 2 0 0 5 ）

年 1 0 月 １ 日 に 旧
きゅう

西
にし

尾
お

家
け

住
じゅう

宅
たく

（ 吹
すい

田
た

文
ぶん

化
か

創
そう

造
ぞう

交
こう

流
りゅう

館
かん

） と し て 一
いっ

般
ぱん

公
こう

開
かい

を始めました。

旧西尾家住宅は、明治

2 8 （ 1 8 9 5 ） 年 に 棟
むね

上
あ

げ

された主
しゅ

屋
おく

をはじめ、茶
さ

道
どう

藪内
やぶのうち

家
け

「燕
えん

庵
なん

」の写
うつ

し

である茶
ちゃ

室
しつ

「 積
せき

翠
すい

庵
あん

」、武
たけ

田
だ

五
ご

一
いち

の 設
せっ

計
けい

で ある離
はな

れ など、外
がい

観
かん

や 構
こう

造
ぞう

、 意
い

匠
しょう

等 に

優
すぐ

れ た建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

か らなります。また、西尾家は、音
おん

楽
がく

家
か

の 貴
き

志
し

康
こう

一
いち

、 加
か

賀
が

蒔
まき

絵
え

師
し

の

神
かん

戸
べ

雪
せっ

汀
てい

、植
しょく

物
ぶつ

学
がく

者
しゃ

の牧
まき

野
の

富
とみ

太
た

郎
ろう

ら多くの文
ぶん

化
か

人
じん

との関わりも深く、敷
しき

地
ち

内
ない

には

牧野の指
し

導
どう

もあったといわれる温
おん

室
しつ

の土
ど

台
だい

が残っています。

今後は、建物の公開だけでなく、旧西尾家住宅にまつわる人々や文化を紹
しょう

介
かい

す

るとともに、それらを活用した事業を行う予定です。

－2－

▲旧西尾家住宅計量場

▲旧西尾家住宅離れ



－3－

埋
まい

蔵
ぞう

文
ぶん

化
か

財
ざい

の調
ちょう

査
さ

では、埋
まい

蔵
ぞう

文
ぶん

化
か

財
ざい

包
ほう

蔵
ぞう

地
ち

及びその周
しゅう

辺
へん

地
ち

において、 2 1 件の確
かく

認
にん

・試
し

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

と 4 7 件 の 立
たち

会
あい

を 行 い

ま し た （ ２ 月 末 現 在 ）。 内 本

町２丁目で行った都
と

呂
ろ

須
す

遺
い

跡
せき

の確認調査では、中
ちゅう

世
せい

以
い

前
ぜん

の

ものとみられる土
は

師
じ

器
き

や 須
す

恵
え

器
き

、 白
はく

磁
じ

等 の破
は

片
へん

と ともにピ

ット（小
しょう

穴
けつ

）を確認すること

ができました。

この他の文化財保存事業と

しましては、文化財調査とし

て、大
おお

阪
さか

府
ふ

文
ぶん

化
か

財
ざい

愛
あい

護
ご

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

や 吹
すい

田
た

郷
きょう

土
ど

史
し

研
けん

究
きゅう

会
かい

、 市
し

民
みん

の 方 々 に 依
い

頼
らい

し て 、

市内のため池の所
しょ

在
ざい

確
かく

認
にん

調
ちょう

査
さ

を行うとともに、大
おお

阪
さか

工
こう

業
ぎょう

大
だい

学
がく

名
めい

誉
よ

教
きょう

授
じゅ

青
あお

山
やま

賢
よし

信
のぶ

氏をはじめ、東
ひがし

野
の

良
よし

平
ひら

氏・和
わ

田
だ

康
やす

由
よし

氏に依頼して、山
やま

田
だ

伊
い

射
ざ

奈
な

岐
ぎ

神
じん

社
じゃ

および千
せん

里
り

山
やま

住
じゅう

宅
たく

地
ち

や民
みん

家
か

について建
けん

築
ちく

調
ちょう

査
さ

を実
じっ

施
し

しました。

平成 1 7 （ 2 0 0 5 ）年８月６日から９月４日にかけては、博
はく

物
ぶつ

館
かん

におきまして「吹
すい

田
た

市
し

発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

成
せい

果
か

展
てん

－みつかったよ！吹
すい

田
た

の歴
れき

史
し

－」を開
かい

催
さい

し、平成 1 6 （ 2 0 0 4 ）

年度に実施した垂
たる

水
み

遺
い

跡
せき

第
だい

2 6 次
じ

調
ちょう

査
さ

をはじめ、これまで博物館内で整
せい

理
り

を進めて

きた榎
え

坂
さか

遺
い

跡
せき

や（財）大
おお

阪
さか

府
ふ

文
ぶん

化
か

財
ざい

センターが調査を行った吹
すい

田
た

操
そう

車
しゃ

場
じょう

遺
い

跡
せき

の出
しゅつ

土
ど

資
し

料
りょう

などを展
てん

示
じ

しました。

また、成果展にあわせて歴
れき

史
し

講
こう

演
えん

会
かい

を開き、（財）大阪府文化財センターの秋
あき

山
やま

浩
こう

三
ぞう

氏 に「弥
や

生
よい

のはじまり－ 新しい年
ねん

代
だい

観
かん

の ゆくえ－」をテーマに講演していた

だきました。さらに、博
はく

物
ぶつ

館
かん

文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

係
がかり

職
しょく

員
いん

による吹田市内の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

の近
きん

況
きょう

報
ほう

告
こく

および展
てん

示
じ

解
かい

説
せつ

も行いました。

この他、吹田市では、吹
すい

田
た

市
し

文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

によって指
し

定
てい

および登
とう

録
ろく

された文

化財の保
ほ

存
ぞん

・ 修
しゅう

理
り

等 に 対して補
ほ

助
じょ

金
きん

を 交
こう

付
ふ

し て い ま す 。 平 成 1 7

（ 2 0 0 5 ） 年 度 は 、 市
し

指
し

定
てい

有
ゆう

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

で あ る 「 神
しん

境
けい

町
ちょう

地 車
だんじり

」

の 修 理 に 対 し て と 、 市
し

登
とう

録
ろく

無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

で あ る 「 山
やま

田
だ

伊
い

射
ざ

奈
な

岐
ぎ

神
じん

社
じゃ

太
たい

鼓
こ

神
み

輿
こし

」・「 泉 殿 宮
いづどのぐう

神
か

楽
ぐら

獅
じ

子
し

」・「権
ごん

六
ろく

おどり」に対して、

そ の 保 存 と 活 用 を 図 る こ と を 目
もく

的
てき

に補助金を交付しました。

▲発掘調査成果展

▲山田伊射奈岐神社



はじめに
古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

の集
しゅう

落
らく

遺
い

跡
せき

などの発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

で、一般に鉱
こう

滓
さい

と呼ばれる凹
おう

凸
とつ

が多く、

たくさんの穴
あな

が あ る石
いし

状
じょう

の も のがごく

ま れ に 見 つ か り ま す 。 鉱 滓 と は 金
きん

属
ぞく

器
き

の 生
せい

産
さん

に 関 わ っ て で き る も の で 、 金
きん

属
ぞく

素
そ

材
ざい

を 作 る た め 鉱
こう

石
せき

等 を 溶
と

か し た 際 に

で き る も の や 金 属 素 材 を 溶 か し て 製
せい

品
ひん

を 作 る ま で の 段
だん

階
かい

に で き る 滓
かす

の こ と で

す 。 金 属 器 の 生 産 は 、 わ が 国 で は す で

に 古 く 弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

に

銅
どう

の 生 産 が 行 わ れ

て い ま し た が 、 鉄
てつ

の 生 産 は 遅
おく

れ 、 古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

（ ５ 世
せい

紀
き

） 頃
ころ

に 本
ほん

格
かく

的
てき

な

鍛
か

冶
じ

生
せい

産
さん

（ 金 属 を

打 ち き た え て 製 品

をつくること）が、

古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

（ ６

世 紀 ） 頃 に 製
せい

鉄
てつ

生
せい

産
さん

（ 鉄
てつ

原
げん

料
りょう

を 溶 か

し て 粗
そ

金
きん

属
ぞく

を つ く

る こ と ） が 行 わ れ

た と 考 え ら れ て い

ま す 。 大 阪 府 内 で

は 柏
かし

原
わら

市 、 東
ひがし

大
おお

阪
さか

市 、 交
かた

野
の

市 な ど の

古 墳 時 代 の 遺 跡 で

鉄 生 産 に 関 わ る 遺
い

構
こう

・ 遺
い

物
ぶつ

が 顕
けん

著
ちょ

に

発
はっ

見
けん

さ れ て お り 、

府 内 で の 鉄 生 産 の

中
ちゅう

心
しん

的
てき

な 地
ち

域
いき

と 考

え ら れ ま す 。 吹 田

市 内 で も 垂
たる

水
み

南
みなみ

遺
い

跡
せき

で 鉱 滓 の 出
しゅつ

土
ど

が

認
みと

め ら れ ま す 。 鉱

滓 の 出 土 は 金 属 生

産 を 行 っ た 可
か

能
のう

性
せい

－4－

▲垂水南遺跡鍛冶関係遺物出土位置図

▲垂水南遺跡出土鉱滓（分析対象）



が高いことを示すものといえますが、これまで科
か

学
がく

的
てき

な分
ぶん

析
せき

を行ったことがなく、

詳
くわ

し いことはよくわかっていませんでした。今回、昨
さく

年
ねん

度
ど

に 初めて鉱滓の分析調

査を行いましたので、その成
せい

果
か

の概
がい

略
りゃく

を報
ほう

告
こく

したいと思います。

垂水南遺跡出土の鉱滓について
垂水南遺跡は、吹田市域の南側、垂

たる

水
み

町
ちょう

３ 丁目・江
え

坂
さか

町
ちょう

１ 丁目に展
てん

開
かい

し 、昭

和 4 1 （ 1 9 6 6 ）年度から行われた区
く

画
かく

整
せい

理
り

事
じ

業
ぎょう

による工
こう

事
じ

の際に発見されました。

これまでの調査により、弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

～ 中
ちゅう

世
せい

期
き

の 複
ふく

合
ごう

遺
い

跡
せき

で あ る こ と が わ か っ て い ま す 。

なかでも中心となるのが古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

前
ぜん

期
き

～ 中
ちゅう

期
き

の集
しゅう

落
らく

跡
あと

で 、竪
たて

穴
あな

式
しき

建
たて

物
もの

、 掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

等

の 建
たて

物
もの

跡
あと

、 土
ど

坑
こう

、 井
い

戸
ど

、 溝
みぞ

、 河
か

道
どう

な ど が 検
けん

出
しゅつ

さ れ て い ま す 。 古 墳 時 代 の 出 土 遺 物 に は

主
しゅ

体
たい

と な る 土
ど

器
き

類
るい

の 他 、 木
もく

製
せい

品
ひん

、 石
せき

製
せい

品
ひん

、

鉄
てつ

製
せい

品
ひん

など多
た

様
よう

なものも含まれています。

垂 水 南 遺 跡 の 鉱 滓 は こ れ ま で ８ か 所 で 合
ごう

計
けい

6 3 点 出 土 し ています。そのうち、比
ひ

較
かく

的
てき

残
のこ

り の良
よ

い 第
だい

4 8 次
じ

及 び第 5 3 次 調査出土の鉱

滓を調査の対
たい

象
しょう

と しました。１ は第 4 8 次 調

査 区 の 遺
い

物
ぶつ

包
ほう

含
がん

層
そう

（ 古 墳 時 代 中 期 ） 出 土 の

鉱滓で重さ 6 4 . 2 ｇ で す。２ は第 5 3 次 調査区

の 遺 物 包 含 層 （ 古 墳 時 代 中 期 ） 出 土 の 鉱 滓

で重さ 5 5 . 0 ｇ です。いずれも暗
あん

灰
かい

色
しょく

～ 灰
はい

色
いろ

系
けい

の 色
しき

調
ちょう

で 断
だん

面
めん

形
けい

は 椀
わん

形
がた

を 呈
てい

し 、 表
ひょう

面
めん

に は

た く さ ん の 小 さ な 穴 が あ り ま す 。 分 析 調 査

は 鉱 滓 の 分 析 で は 数 多 く の 業
ぎょう

績
せき

を あ げ て お

ら れ ま す � 九
きゅう

州
しゅう

テ ク ノ リ サ ー チ 技
ぎ

術
じゅつ

顧
こ

問
もん

の 大
おお

澤
さわ

正
まさ

己
み

氏 に依
い

頼
らい

し 、 肉
にく

眼
がん

観
かん

察
さつ

、 顕
けん

微
び

鏡
きょう

組
そ

織
しき

観
かん

察
さつ

、 断
だん

面
めん

硬
こう

度
ど

測
そく

定
てい

、 化
か

学
がく

組
そ

織
しき

分
ぶん

－5－

▲ふいご羽口（3.第48次調査　4.第58次調査）

▲砥石（第58次調査）

▲第48次調査土坑 2（東から）▲第48次調査検出遺構（南東から）
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析
せき

等 に よる調査を実施していただ

きました。その結果、分析資料２

点は鉄の鉱滓で、鍛
か

冶
じ

作
さ

業
ぎょう

の 後半

段階で排
はい

出
しゅつ

さ れる椀
わん

形
がた

鍛
か

冶
じ

滓
さい

で あ

ることが判明しました。

一般的に鉄製品は鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

・ 砂
さ

鉄
てつ

等 を 採
さい

取
しゅ

す る 第 １段階、鉄鉱石等

を炉
ろ

の中で木
もく

炭
たん

を 燃
ねん

料
りょう

と して溶か

し、粗
そ

金
きん

属
ぞく

を つ く る製
せい

錬
れん

の 第 ２ 段

階、粗金属の純
じゅん

度
ど

を 高めるため不
ふ

純
じゅん

物
ぶつ

を 取
と

り 除
のぞ

く 精
せい

錬
れん

の 第 ３ 段階、

鋼
はがね

を 高
こう

温
おん

に 熱
ねっ

し て鍛
たん

打
だ

し ながら製

品をつくる第４段階（不純物を取

り除く精
せい

錬
れん

鍛
か

冶
じ

と 鉄 を再
さい

度
ど

熱 し て

製 品 を つ く る 鍛
たん

錬
れん

鍛
か

冶
じ

に 分 か れ

る）という４つの段階を経
へ

て 製 造

されます。今回の分析資料は２点

と も 第 ４ 段 階 の 鍛 錬 鍛 冶 の 鉱 滓

で、鉄製品の製造では最
さい

終
しゅう

段
だん

階
かい

の

ものということになります。

垂水南遺跡の鍛冶生産
今回の分析調査はわずか２点の鉱滓を対象としたにすぎず、古墳時代の鍛冶生

産のほんの少しがわかったにすぎませんが、現
げん

状
じょう

で 考えうることについて記しま

す。

これまで取り上げてきた鉱滓の他に鍛冶生産に関連するものとしては、ふいご

羽
は

口
ぐち

、 砥
と

石
いし

が 挙げられます。ふいご羽口とは、鍛
か

冶
じ

炉
ろ

等を高温にするためのふい

ご（送
そう

風
ふう

装
そう

置
ち

） に付けられる土
ど

製
せい

の 管
くだ

の ことです。炉に接
せっ

す る部分では高温のた

め、焼
や

けただれた状
じょう

態
たい

になっています。砥石は鉄製品を研
けん

磨
ま

するのに用
もち

いる石製

品です。これまで垂水南遺跡では鉱滓は８か所、ふいご羽口は４か所、砥石は９

か所で確認されています。その出土位置は古墳時代の居
きょ

住
じゅう

域
いき

の 推
すい

定
てい

地
ち

（ 居 住 域

１・２・３）か、その隣
りん

接
せつ

地
ち

に 限られます。出土地点の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は 鉱滓、ふいご羽

口、砥石ともに少
しょう

量
りょう

の 出土ですが、第 4 8 次調査区では鉱滓の出土が顕著であり、

全鉱滓出土数の約 7 8 ％も占
し

めています。また、同調査区ではふいごの羽口、砥石

等 の 遺 物 の 他 、 鍛 冶 関 連 遺 構 と 考 え ら

れ る 土
ど

坑
こう

（ 土 坑 ２ 、 古 墳 時 代 中 期 ） も

確 認 さ れ て い ま す 。 こ の 土 坑 は 平
へい

面
めん

円
えん

形
けい

で 底
そこ

は 浅 いすりばち状を呈し、 直
ちょっ

径
けい

約 6 0 c m 、深
ふか

さ約 1 0 c m を測
はか

ります。上
じょう

面
めん

の 周
しゅう

縁
えん

に 熱 を受けた痕
こん

跡
せき

が 一 部認め

ら れ 、 中 に 炭
すみ

を 多 く 含 ん で い ま し た 。

残 っ た 状 況 か ら 鍛 冶 炉 と は 考 え ら れ ま

せ ん が 、 鍛 冶 関 連 の も の で 同 調 査 区 か

▲第48次調査検出遺構平面図

▲第25次調査出土手鎌実測図

土坑1

小溝群

土坑3 土坑2

河　道

土坑4

流木

G1調査区

溝（平安時代）
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その間近で古墳時代中期に鍛冶生産が行われたと考えられます。また、第 1 8 次調

査区でも類
るい

似
じ

する土坑が検出されています。なお、変わったものとしては羽口に

転
てん

用
よう

された土
は

師
じ

器
き

の高
たか

杯
つき

が第 3 1 次調査区で出土しています。

さて、鍛冶によりどのような製品が生産されたのでしょうか。鉄製品は土の中

では腐
ふ

食
しょく

し て残りにくいのでよくわかりませんが、可能性の１つとして細
ほそ

長
なが

い鉄
てつ

の薄
うす

板
いた

の両
りょう

端
たん

を短
みじか

く折
お

り曲
ま

げて作られた手
て

鎌
がま

が第 2 5 次調査区で出土しています。

以上のように、鉱滓の分析結果と鍛冶関連遺構・遺物の発見により、古墳時代

中期の垂水南遺跡では、集落内で鉄製品生産の最終段階の鍛冶生産が行われてい

たと考えられます。ただ、鍛冶生産の具
ぐ

体
たい

的
てき

な姿
すがた

についてはよくわかっておらず、

今後の調査の進
しん

展
てん

に期
き

待
たい

したいと思います。

土師器、須恵器、紡錘車、剣形石製

品、双孔円板 

土師器、須恵器、製塩土器、木製品 

土師器、須恵器、製塩土器、なすび

形木器、管玉、勾玉、双孔円板、石

製品原石 

土師器 

土師器、須恵器、滑石製小型勾玉、

臼玉、臼玉未製品、ガラス小玉、土錘、

製塩土器、なすび形木器、ツチノコ、

木匙 

土師器、須恵器 

土師器、須恵器、滑石製勾玉、竃形

土器 

土師器、須恵器、製塩土器、木製品 

土師器、須恵器、韓式系土器、製塩

土器、管玉、球状土製品 

土師器、須恵器 

土師器、須恵器、製塩土器、管玉、

勾玉、臼玉、ガラス小玉、ミニチュア

壺 

土師器 

土師器、石製品（勾玉、臼玉）   

土師器、須恵器、韓式系土器、製塩

土器、土錘、棒状石製品、獣骨 

出土点数合計 

柱穴、小土坑、溝、土器群 
 

井戸、溝、土坑、ピット  

 

河道、高床式建物、土器群 

 

－ 

 

河道、土器群 
 

 

溝、土器群 

溝 
 

土坑、溝、ピット 

河道 
 

竪穴式建物、土坑、溝、ピット 

 

ピット群、溝 

 

土坑、ピット、柱穴、溝 

落ち込み、溝、土坑、柱穴 

河道、ピット群 

昭和53（1978）  
 

昭和56（1981）  

 

昭和56（1981）  

 

昭和58（1983）  

 

昭和59（1984） 
 

 

平成元（1989）  

平成3（1991）   
 

平成7（1995）  

平成7（1995） 
 

平成7（1995） 

 

平成8（1996） 

 

平成9（1997） 

平成9（1997） 

平成14（2002） 

7 

18 

20 

25 

31 

39 

41 

48 

50 

51 

53 

54 

55 

58

 

 

1 

 

1 

 

 

49 

 

1 

3 

1 

6 

1 

63

 

 

2 

 

 

 

 

7 

 

 

 

3 

 

3 

15

1 

1 

 

 

1 

1 

2 

2 

1 

 

 

1 

 

4 

14

 

 

 

手鎌 

羽口

転用

高杯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2

1 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

 

 

4 

5

 

鍛冶関連遺構？ 

 

 

 

 

 

鍛冶関連遺構 

次 

数 

調　査　年 検　出　遺　構 出　　土　　遺　　物 文献 備　考 
鍛冶関係遺物（点数） 

鉱滓 羽口 砥石 ほか 

▲垂水南遺跡鍛冶関係遺構・遺物一覧表
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吉
き

志
し

部
べ

瓦
が

窯
よう

跡
せき

（工
こう

房
ぼう

跡
あと

）（岸
きし

部
べ

北
きた

４丁目）は平成３（ 1 9 9 1 ）年度に発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

が

行
おこな

われ、平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

初
はじ

めの建
たて

物
もの

や瓦
かわら

を製
せい

作
さく

するための回
かい

転
てん

台
だい

の軸
じく

を埋
う

めた穴
あな

（瓦
かわら

製
せい

作
さく

台
だい

）などが見つかり、瓦の生産のための施
し

設
せつ

が、作
さ

業
ぎょう

が 効
こう

率
りつ

的
てき

に行われるよう

に配
はい

置
ち

されていました。これは調
ちょう

査
さ

地
ち

点
てん

の北
ほく

西
せい

にある、延
えん

暦
りゃく

1 3 （ 7 9 4 ）年に新た

に都
みやこ

が遷
うつ

された平
へい

安
あん

京
きょう

の宮
きゅう

殿
でん

に使
し

用
よう

する瓦を焼
や

いた吉志部瓦窯跡（国
くに

史
し

跡
せき

）に伴
ともな

う瓦生
せい

産
さん

の工房跡であることがわかりました。史跡吉志部瓦窯跡に伴う重
じゅう

要
よう

な遺
い

跡
せき

であることから工房の中
ちゅう

心
しん

的
てき

な建物などが見つかった場所が大阪府の史跡に指
し

定
てい

さ れました。史跡内で見つかった建物、土
ど

坑
こう

、 瓦製作台は保
ほ

存
ぞん

の ために埋め戻
もど

されていることから、地
ち

表
ひょう

に 配
はい

石
せき

などでその場所や建物の大きさなどがわかるよ

うに整
せい

備
び

すると共に説
せつ

明
めい

板
ばん

を置いて吉志部瓦窯操
そう

業
ぎょう

当
とう

時
じ

の様
よう

子
す

を解
かい

説
せつ

します。

周
しゅう

辺
へん

には史跡吉志部瓦窯跡

のほかにも奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

に 難波宮
なにわのみや

の 宮殿に使用する瓦を生産し

た史跡七
なな

尾
お

瓦
が

窯
よう

跡
せき

と いった吹

田市を代
だい

表
ひょう

する遺跡が整備さ

れています。また、これらの

遺跡のすぐに西側にある吹
すい

田
た

市
し

立
りつ

博
はく

物
ぶつ

館
かん

で はそれぞれの窯

の実
じつ

物
ぶつ

大
だい

の 模
も

型
けい

や 出土した瓦

などを展
てん

示
じ

し ており、より詳
くわ

し い内
ない

容
よう

を 知っていただくこ

とができます。

－8－
古紙配合率１００%再生紙を利用しています 

bb

d

d

d

d

a
b

c

▲整備状況

▲吉志部瓦窯跡（工房跡）の発掘調査（西から）

a 土　坑

b 瓦製作台（3基）

c 溝

d 建物（4棟）

この印刷物は3,000部作成し、1部当たりの単価は39円です。


